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７１ミルヤ、アマミヤ、オポツの語源

ミ
ル
ヤ
・
カ
ナ
ヤ
、
ア
マ
ミ
ヤ
・
シ
ネ
リ
ャ
、
オ
ボ
ッ
・
カ
グ
ラ
は
、
沖
縄
に
お
け
る
袖
観
念
と
し
て
、
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、

「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
見
ら
れ
る
こ
れ
ら
の
語
の
由
来
に
つ
い
て
考
え
、
新
た
な
見
解
を
提
示
す
る
。

本
論
に
入
る
前
に
、
従
来
の
研
究
の
要
点
を
的
確
に
お
さ
え
、
語
源
に
も
一
一
一
一
口
及
し
て
い
る
外
間
守
善
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
市
民
大
学
沖
縄
の
歴
史
と
文

化
」
（
一
九
八
四
年
）
所
収
「
第
三
回
神
々
の
世
界
と
祭
り
」
の
中
の
神
観
念
と
世
界
癖
』
（
三
五
頁
～
一
一
一
七
頁
）
に
関
す
る
記
述
を
、
は
じ
め

に
紹
・
介
し
て
お
き
た
い
（
な
お
、
ミ
ル
ヤ
・
カ
ナ
ヤ
は
一
一
ラ
ィ
・
カ
ナ
イ
で
解
説
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
違
い
に
つ
い
て
は
後
で
ふ
れ
る
）
。

沖
縄
古
代
の
人
々
の
神
観
念
を
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
み
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
発
生
原
理
を
も
っ
と
思
わ
れ
る
、
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ

の
神
、
ア
マ
ミ
ャ
・
シ
ネ
リ
ャ
の
神
、
オ
ポ
ッ
・
カ
グ
ラ
の
神
の
三
つ
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
神
と
そ
の
世
界
観

は
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
の
中
で
は
温
情
が
お
こ
っ
て
、
複
合
的
な
様
相
を
み
せ
て
い
る
の
が
実
際
で
あ
る
。

は
じ
め
に

ミ
ル
ヤ
、
ア
マ
ミ
ヤ
、
オ
ポ
ッ
の
語
源

間
宮
厚
司
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7２ 
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
ニ
ラ
イ
は
、
「
海
の
彼
方
の
楽
土
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
ニ
ラ
イ
は
、
単
純
に
そ
れ

だ
け
で
は
括
れ
な
い
側
面
を
も
つ
語
で
あ
る
。
ニ
ラ
イ
の
語
源
は
、
一
一
（
根
）
・
ラ
（
地
理
的
空
間
を
あ
ら
わ
す
接
尾
語
）
・
イ
（
方
位
を
あ

ら
わ
す
接
尾
語
）
で
、
「
根
所
方
」
の
意
味
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
一
一
ラ
イ
の
語
に
含
め
ら
れ
た
い
く
つ
か
の
観
念
を
、
文
化
史
的
な
視
点

を
添
え
て
仮
説
的
に
整
理
し
て
み
る
と
、
「
祖
先
神
の
ま
し
ま
す
根
所
」
が
原
義
で
あ
り
、
「
根
所
」
に
安
ら
ぎ
を
求
め
よ
う
と
す
る
こ
と
か

ら
、
「
死
者
の
魂
の
行
く
所
」
的
な
観
念
や
、
生
き
て
い
る
人
に
「
幸
福
、
豊
穣
を
も
た
ら
す
セ
ヂ
霊
力
）
の
源
泉
地
」
的
な
観
念
が
生

ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
死
者
の
安
ら
ぎ
を
求
め
た
は
ず
の
空
間
に
、
死
に
ま
つ
わ
る
恐
れ
の
ゆ
え
の
暗
い

地
底
観
、
海
底
観
を
生
み
だ
す
と
い
う
負
の
側
面
を
も
含
み
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
を
、
生
き
る
人
の
た
め
の
楽
土
と
し
て
美
化
し
理

想
化
す
る
「
海
の
彼
方
の
楽
土
」
観
を
つ
く
り
あ
げ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ニ
ラ
イ
の
世
界
観
は
、
ほ
か
の
二
つ
に
比
べ
て
、
奄
美
か

ら
八
重
山
に
ま
で
底
深
く
広
が
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

ア
マ
ミ
ャ
・
シ
ネ
リ
ヤ
沖
縄
神
話
上
の
創
世
神
で
あ
る
「
ア
マ
ミ
キ
ョ
の
い
る
方
」
と
い
う
意
味
を
原
義
に
し
て
い
る
が
、
「
ア
マ
ミ

キ
ョ
の
い
た
所
」
か
ら
「
遙
か
に
遠
い
所
」
と
い
う
意
味
に
も
使
わ
れ
、
し
だ
い
に
「
遙
か
に
遠
い
時
代
」
「
昔
」
と
い
う
意
味
に
ま
で
広

が
り
、
そ
の
意
味
の
方
が
多
く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
で
は
、
「
あ
ま
み
や
」
の
語
に

正
曰
也
」
と
注
し
て
あ
る
。
そ
し
て
慣
用
に
つ
れ
て
し
だ
い
に
「
昔
か
ら
の
伝
統
を
持
つ
」
あ
る
い
は
「
祖
先
神
か
ら
の
つ
な
が
り
を
持
つ
」

あ
ま
く
訂

と
い
う
意
味
あ
い
を
含
む
美
称
辞
、
尊
称
辞
に
も
な
っ
て
き
て
い
る
。
ア
マ
ミ
ャ
に
つ
い
て
は
、
南
九
州
沿
岸
に
住
む
流
人
部
と
の
っ
な
カ

リ
を
考
え
、
北
方
か
ら
し
だ
い
に
南
へ
移
り
渡
る
民
族
移
動
を
示
唆
し
た
語
で
あ
る
と
い
う
伊
波
普
猷
の
説
が
あ
る
。
ア
マ
ミ
キ
ョ
は
、
海

か
ら
あ
が
っ
て
く
る
神
と
し
て
性
格
づ
け
ら
れ
、
史
書
や
伝
説
で
は
国
土
創
世
神
と
な
り
、
稲
作
神
話
と
も
結
び
つ
い
て
い
る
。
民
族
や

神
々
の
出
自
で
あ
る
「
根
所
」
を
意
味
す
る
ニ
ラ
イ
信
仰
と
、
祖
先
の
居
所
を
志
向
す
る
ア
マ
ミ
ャ
信
仰
は
、
だ
い
じ
な
部
分
で
重
な
り

あ
っ
て
い
る
。

オ
ボ
ッ
．
・
カ
グ
ラ
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
み
ら
れ
る
「
お
ぼ
っ
」
は
、
常
に
地
上
世
界
と
対
応
し
て
観
念
化
ざ
れ
構
造
化
さ
れ
た
天
上
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７３ミルヤ、アマミヤ、オポツの語源

最
初
に
ミ
ル
ャ
・
カ
ナ
ャ
か
ら
考
察
す
る
が
、
中
本
正
智
「
日
本
列
島
言
語
史
の
研
究
」
（
大
修
館
書
店
、
一
九
九
○
年
）
所
収
「
第
六
章

お
も
ろ
時
代
の
言
語
研
究
第
四
節
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
語
源
と
原
義
」
は
、
従
来
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
、
新
説
を
唱
え
て
い
る
の
で
、
そ
こ

で
論
じ
ら
れ
た
内
容
の
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
に
整
理
し
て
み
る
。
ま
ず
は
、
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
（
海
の
彼
方
の
理
想
郷
）
の
主
だ
っ
た
語
源
説
を
次

の
よ
う
に
示
し
て
い
る
（
八
七
六
頁
）
。

①
ニ
ラ
イ
の
二
は
「
土
」
、
ラ
は
「
入
ル
」
の
約
ま
っ
た
も
の
か
。
カ
ナ
イ
は
畳
語
法
で
意
味
の
な
い
後
付
語
。
１
１
伊
波
普
猷
「
あ
ま
み
や

考
」
（
「
日
本
文
化
の
南
漸
」
楽
浪
書
院
、
’
九
三
九
年
）

②
ニ
ラ
イ
の
二
は
根
の
国
の
「
根
」
ｌ
柳
田
国
男
「
海
神
富
考
」
（
「
民
族
学
研
究
」
’
五
’
二
、
’
九
五
○
年
）

③
ニ
ラ
イ
の
二
は
柳
田
説
の
「
根
」
に
賛
同
、
ラ
は
「
所
」
、
イ
は
「
方
」
、
カ
ナ
イ
は
伊
波
説
に
賛
同
。
－
－
外
間
守
善
「
一
一
ラ
イ
・
カ
ナ
イ

そ
れ
で
は
右
の
説
明
文
を
基
本
に
据
え
、
順
に
検
討
を
加
え
よ
う
。

世
界
で
あ
る
。
原
注
に
は
「
空
也
」
と
あ
り
、
古
辞
書
『
混
効
験
集
」
に
も
、
「
天
上
の
こ
と
を
い
ふ
」
と
注
さ
れ
て
、
オ
ポ
ッ
が
天
上
に

あ
る
聖
域
で
、
神
の
在
所
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
宮
廷
の
祭
祀
儀
礼
歌
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
「
お

も
ろ
さ
う
し
」
巻
一
に
オ
ポ
ッ
・
カ
グ
ラ
の
神
が
と
く
に
強
調
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
中
央
か
ら
遠
い
先
島
地
域
（
宮
古
・
八
重
山
）
に
は
な

い
こ
と
で
あ
る
。
天
界
の
神
と
地
上
の
王
権
を
結
ぶ
意
図
が
は
っ
き
り
し
て
お
り
、
尚
真
王
（
’
四
七
七
～
’
五
二
六
在
位
）
の
こ
ろ
の
中

央
集
権
と
王
権
強
化
の
時
代
を
反
映
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
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7４ 

こ
の
提
一
一
一
一
口
は
、
沖
縄
の
古
代
歌
謡
集
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
見
ら
れ
る
「
に
る
や
（
’
九
例
）
」
や
「
み
る
や
（
’
六
例
）
」
と
表
記
さ
れ
た
資

帆
什
的
に
古
い
語
形
で
誼
源
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
も
っ
と
も
で
あ
る
。
中
本
は
「
に
る
や
」
よ
り
も
「
み
る

や
」
の
ほ
う
が
古
い
語
形
で
あ
る
と
見
な
し
、
最
終
的
に
こ
う
結
論
づ
け
る
（
八
八
七
頁
）
。

中
本
は
、
右
の
⑩
～
③
そ
れ
ぞ
れ
に
コ
メ
ン
ト
し
た
後
、
一
一
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
の
語
源
を
考
え
て
い
く
上
で
極
め
て
重
要
な
指
摘
を
行
っ
た

（
八
七
九
頁
）
。

「
お
も
ろ
さ
う
し
」
を
開
い
て
不
思
議
に
思
っ
た
の
は
、
ニ
ラ
イ
と
い
う
語
形
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
何
か
の
手
違
い
か
と

思
っ
て
確
か
め
る
の
だ
が
、
「
に
ら
人
」
が
未
詳
語
と
し
て
一
例
あ
る
の
み
で
、
ほ
か
に
見
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず

で
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
の
ほ
と
ん
ど
の
例
が
「
に
る
や
」
「
み
る
や
」
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の
語
源
説
は
「
お
も
ろ
さ
う
し
」

に
現
わ
れ
な
い
ニ
ラ
イ
と
い
う
後
世
の
新
派
生
形
に
ま
ど
わ
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
語
源
を
た
ど
る
の
に
最
古
形
を
も
と
め
る
の
を
正

道
と
す
る
語
源
論
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
は
信
じ
が
た
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ニ
ラ
イ
の
語
源
を
根
本
か
ら
見
直
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
さ
せ
る
の
に
十
分
で
あ
っ
た
。

ミ
ロ
辛
‐

結
局
、
ニ
ラ
イ
の
語
源
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
ニ
ラ
イ
は
古
形
の
「
み
る
や
」
に
さ
か
の
ぼ
り
、
そ
の
語
源
は
「
土
の
屋
」
で
あ
り
、
太

陽
神
の
居
所
を
表
わ
す
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ミ
が
「
土
」
、
ロ
が
連
体
助
詞
の
「
ろ
」
に
当
た
る
形
で
、
ャ
が
「
屋
」
で
あ
る
。

小
却
十
り
ふ
０

同
様
に
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
の
カ
ナ
イ
は
、
「
か
な
や
」
に
さ
か
の
ぼ
り
、
そ
の
語
源
は
、
「
日
の
屋
」
で
あ
り
、
ニ
ラ
ィ
と
同
じ
く
太
陽
神
の

の
語
源
と
語
意
」
（
「
日
本
語
の
世
界
９
沖
縄
の
言
葉
」
、
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
年
）
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７５ミルヤ、アマミヤ、オポツの語源

中
本
は
、
「
ミ
ル
ャ
↓
ニ
ル
ャ
↓
ニ
ラ
ャ
↓
ニ
ラ
ヰ
↓
ニ
ラ
イ
」
（
八
八
七
頁
）
と
い
う
音
変
化
の
道
筋
を
想
定
し
て
い
る
が
、
ミ
ル
ャ
を
ニ
ル

ャ
よ
り
古
い
語
形
と
見
な
す
点
に
つ
い
て
、
ま
ず
確
認
し
て
お
こ
う
。

山
口
佳
紀
「
古
代
日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
」
（
有
精
堂
、
’
九
八
五
年
）
は
、
「
第
一
章
形
態
音
韻
篇
第
五
節
子
音
交
替
〈
上
〉
」

の
中
で
、
ｍ
↓
ｎ
の
子
音
交
替
と
老
え
ら
れ
る
も
の
と
し
て
、
ミ
ナ
↓
ニ
ナ
（
蜷
）
・
ミ
ノ
↓
ニ
ノ
（
蓑
）
・
ミ
ツ
↓
ニ
ッ
（
満
）
・
ミ
ラ
↓
ニ

ラ
（
韮
）
・
訓
ガ
ク
↓
コ
ガ
ク
（
磨
）
・
ト
モ
シ
↓
ト
ノ
シ
（
乏
）
・
ム
ロ
ッ
訓
↓
ム
ロ
ッ
コ
（
館
）
を
列
挙
し
、
こ
れ
ら
ｍ
↓
ｎ
の
場
合
は
、
ｍ

に
始
ま
る
音
節
の
前
後
に
、
．
ｔ
・
ｒ
・
Ｓ
．
ｇ
に
始
ま
る
音
節
の
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
一
方
、
逆
の
、
↓
ｍ
と
篝
え
ら
れ
る
も
の
に
は
、
ヒ
ネ

モ
ス
↓
上
刈
モ
ス
（
終
日
）
・
ウ
ッ
ム
ナ
シ
ー
ｖ
ウ
ッ
ム
計
シ
（
必
）
・
ト
ニ
ハ
ァ
ラ
ズ
↓
ト
ミ
ハ
ァ
ラ
ズ
・
ニ
ホ
ド
リ
↓
ミ
ホ
ド
リ
（
鳰
烏
）
・
ニ

ホ
フ
↓
則
ボ
ブ
（
匂
）
・
コ
ガ
シ
↓
コ
ガ
シ
（
苦
）
・
ニ
ギ
ル
ー
ｖ
ミ
ギ
ル
（
握
）
・
ク
ヌ
ガ
↓
ク
ム
ガ
（
陸
）
を
示
し
、
ｎ
で
始
ま
る
音
節
の
前
後

に
、
．
ｆ
・
ｋ
・
ｇ
で
始
ま
る
音
節
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
の
上
で
、
ｍ
で
始
ま
る
音
節
の
前
後
に
ｎ
．
ｔ
ｉ
・
Ｓ
の
歯
茎
音
が
あ
る
と
、
↓

、
が
起
こ
る
の
に
対
し
て
、
ｎ
で
始
ま
る
音
節
の
前
後
に
、
。
ｆ
の
唇
音
が
あ
る
と
、
↓
ｍ
が
起
こ
り
、
軟
口
蓋
音
ｋ
・
ｇ
の
前
後
で
は
、
↓
ｎ
も

、
↓
ｍ
も
両
方
起
こ
っ
て
い
る
と
ま
と
め
る
。

こ
こ
で
問
題
に
し
て
い
る
ミ
ル
ャ
の
場
合
は
、
ミ
に
ｒ
（
ル
）
が
続
く
。
し
か
も
、
ｍ
↓
ｎ
は
イ
列
音
の
ミ
↓
二
が
ほ
と
ん
ど
だ
か
ら
、
ミ
ル

ャ
↓
ニ
ル
ャ
は
十
分
考
え
ら
れ
る
変
化
と
い
え
よ
う
。
し
た
が
っ
て
、
ミ
ル
ャ
の
ほ
う
を
原
形
と
し
て
、
そ
の
語
源
を
推
定
す
る
の
は
妥
当
で
あ

る
。
そ
の
上
で
中
本
は
、
ミ
ル
ャ
の
語
源
を
「
士
の
屋
」
と
考
え
る
が
、
外
間
守
善
『
お
も
ろ
さ
う
し
‐
－
古
典
を
読
む
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
八

五
年
）
は
、
次
の
疑
問
を
な
げ
か
け
る
（
五
七
頁
）
。

居
所
を
表
わ
す
語
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
力
は
「
日
、
太
陽
」
を
表
わ
し
、
ナ
は
連
体
助
詞
の
「
な
」
、
ャ
は
「
屋
」
で
あ
る
。

ニ
ラ
イ
の
語
源
に
つ
い
て
は
「
ミ
ロ
ャ
（
土
の
屋
）
」
す
な
わ
ち
「
地
の
中
に
あ
る
太
陽
神
の
居
所
」
と
す
る
考
え
方
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
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中
本
は
、
ミ
ル
ャ
の
対
語
で
あ
る
カ
ナ
ャ
の
語
源
を
「
日
の
屋
」
と
考
え
る
が
、
力
（
日
）
は
大
和
古
語
で
は
い
ず
れ
も
日
に
ち
を
数
え
る
語

（
日
数
詞
）
で
あ
り
、
太
陽
を
表
し
た
例
は
見
出
せ
な
い
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
中
本
正
智
「
日
本
列
島
言
語
史
の
研
究
」
に
一
応
の
説
明
が
あ
る
〈
八
九
三
頁
）
。

右
の
記
述
を
承
け
て
、
吉
成
直
樹
「
琉
球
民
俗
の
底
流
」
（
古
今
書
院
、
二
○
○
三
年
）
は
、
次
の
よ
う
な
補
足
を
行
っ
て
い
る
（
一
七
頁
）
。

近
く
あ
ら
ぱ
今
一
百
（
布
都
、
）
だ
み
遠
く
あ
ら
ば
七
印
（
奈
奴
Ⅶ
）
の
を
ち
は
［
万
葉
一
七
－
四
○
二
］

こ
こ
の
上
１
１

夜
に
は
九
夜
日
に
は
十
日
（
登
衰
加
）
を
［
古
事
記
－
歌
謡
一
一
六
］

－
ｌ
童
：
ぢ

百
日
（
毛
々
可
）
し
も
行
か
ぬ
松
浦
道
今
日
行
さ
て
明
日
は
来
な
む
を
何
か
購
れ
る
［
万
葉
五
’
八
七
○
］

日
を
表
わ
す
も
う
一
つ
の
語
「
ひ
」
は
本
来
、
太
陽
を
表
わ
し
て
い
た
の
が
、
次
第
に
時
間
の
単
位
に
つ
か
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
意
味
椎

久
高
島
に
お
い
て
、
ニ
ラ
ィ
・
カ
ナ
イ
（
一
一
ラ
ー
・
ハ
ラ
ー
）
に
か
か
わ
る
儀
礼
を
←
ロ
７
神
役
（
ム
ト
ゥ
ガ
ミ
）
に
は
、
ニ
ラ
イ
大
主
と

東
大
主
が
別
々
に
存
在
し
、
し
か
も
ニ
ラ
イ
大
王
が
上
位
に
位
置
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
、
外
問
守
書
品
指
摘
を
支
持
し
て
い

る
。

ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
と
テ
ダ
が
穴
（
太
陽
の
穴
）
と
を
別
の
世
界
と
し
、
ニ
ラ
イ
神
を
太
陽
神
よ
り
上
位
に
据
え
る
久
高
島
の
神
歌
に
学
べ
ば
、

立
ち
に
く
い
論
で
あ
ろ
う
。
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以
下
こ
こ
で
は
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
見
ら
れ
る
語
に
基
づ
き
、
ミ
ル
ャ
・
カ
ナ
ャ
の
語
源
に
つ
い
て
、
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。

ミ
ル
ャ
の
原
形
は
ミ
列
ャ
で
、
語
義
を
「
瑞
屋
と
椎
歪
し
た
い
。
ミ
列
ヤ
が
ミ
川
ャ
に
変
化
す
る
の
は
、
ｄ
と
ｒ
の
調
音
点
が
近
い
と
こ
ろ

か
ら
説
明
で
き
る
。
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
で
は
、
助
詞
「
ど
」
（
大
和
古
語
の
ゾ
に
相
当
す
る
助
詞
）
を
、
「
ろ
」
で
表
記
し
た
例
が
あ
る
。
ま
た
、

中
本
正
智
「
琉
球
方
言
音
韻
の
研
究
」
（
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
六
年
）
に
よ
れ
ば
、
迎
一
拝
枠
方
言
で
は
、
ｄ
↓
ｒ
の
》
艮
韻
変
化
が
見
ら
れ

る
と
の
報
告
（
一
一
一
○
六
頁
）
も
あ
る
。

ミ
ヅ
（
瑞
）
は
、
「
み
ず
み
ず
し
く
生
き
生
き
し
た
さ
ま
」
を
表
す
美
称
辞
で
、
大
和
古
語
で
は
ミ
ヅ
エ
（
瑞
枝
）
・
ミ
ヅ
ヵ
キ
（
瑞
垣
）
・
ミ

ヅ
ク
キ
（
瑞
茎
）
・
ミ
ヅ
ハ
（
瑞
歯
）
・
ミ
ヅ
ホ
（
瑞
穂
）
・
ミ
ヅ
ヤ
マ
（
瑞
山
）
な
ど
、
ミ
ヅ
は
上
接
語
と
し
て
下
接
語
で
あ
る
名
詞
を
修
飾
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
も
ミ
ヅ
カ
ハ
（
瑞
日
［
美
し
い
太
陽
］
）
や
ミ
ヅ
タ
ヶ
（
瑞
嶽
［
美
し
い
嶽
二
の
例
が
見
ら
れ
る
。

ち
な
み
に
、
「
日
本
書
紀
」
（
神
代
紀
上
）
の
古
訓
に
「
瑞
宮
（
み
づ
の
み
や
）
」
の
例
が
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
型
迎
と
「
屋
」
の
組
み
合
わ
せ
は

問
が
残
ろ
う
。

不
Ａ
曰
然
で
な
い
。

し
か
し
、
ミ
ル
ャ
と
カ
ナ
ャ
を
「
土
の
屋
」
と
「
日
の
屋
」
と
考
え
た
場
谷
、
そ
れ
が
「
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
対
句
部
に
現
れ
る
類
義
語
と
し

て
果
た
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も
の
な
の
か
、
つ
ま
り
、
「
土
」
と
「
日
（
太
陽
上
が
パ
ラ
レ
ル
な
関
係
と
し
て
対
比
的
に
と
ら
え
ら
れ
る
の
か
、
疑

一
方
、
対
句
に
現
れ
る
対
語
の
カ
ナ
ヤ
は
「
金
屋
」
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
、
ミ
ル
ャ
（
瑞
屋
）
と
カ
ナ
ャ
（
金
屋
）
は
、
ど
ち
ら
も

移
が
あ
っ
た
の
だ
が
、
同
様
な
こ
と
は
「
か
」
に
も
い
え
る
。
つ
ま
り
、
「
か
」
は
本
来
、
太
陽
を
表
わ
し
て
い
た
の
が
、
次
第
に
時
間
の

単
位
を
表
わ
す
よ
う
に
な
り
、
つ
い
に
本
来
の
太
陽
を
意
味
し
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
解
さ
れ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
さ
き
に
み
た
琉

球
の
「
か
は
」
が
太
陽
を
意
味
し
て
い
る
の
は
本
来
の
意
味
の
残
存
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
日
本
語
の
「
か
が
や
く
」
（
輝
く
）
や
「
か
が

よ
ふ
」
（
光
る
）
の
「
か
」
は
光
に
関
係
の
あ
る
語
で
、
そ
の
中
に
ま
だ
本
来
の
太
陽
の
意
味
が
感
じ
と
れ
る
。
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大
和
古
語
に
は
、
右
の
カ
ナ
キ
（
金
木
）
や
カ
ナ
ト
（
金
門
）
以
外
に
カ
ナ
バ
タ
（
金
機
）
・
カ
ナ
ュ
ミ
（
金
弓
）
等
が
あ
り
、
「
お
も
ろ
さ
う

し
」
に
も
カ
ナ
カ
ブ
ト
（
金
冑
）
・
カ
ナ
グ
ス
ク
（
金
城
）
・
カ
ナ
ヂ
ャ
（
金
門
）
・
カ
ナ
マ
ュ
ミ
（
金
真
弓
マ
ヵ
ナ
モ
リ
（
金
杜
）
な
ど
、
「
丈

〈
美
称
辞
（
瑞
・
金
）
＋
屋
〉
と
い
う
同
様
の
構
成
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
ミ
ル
ャ
・
カ
ナ
ャ
の
カ
ナ
ャ
を
意
味
の
な
い
添
え
語
（
畳
語
）
と
見

な
す
の
は
誤
り
だ
ろ
う
。
畳
語
な
ら
ば
「
み
る
や
か
な
や
」
と
連
接
す
る
は
ず
だ
が
、
実
例
は
「
剃
剖
，
引
照
る
照
り
揚
が
り
…
…
洲
創
‐
引
購

て
や

る
照
り
揚
が
り
」
［
巻
一
一
一
一
’
八
○
二
］
の
よ
う
に
ミ
ル
ャ
と
カ
ナ
ャ
は
対
句
に
お
け
る
対
応
語
と
し
て
用
い
ら
れ
、
中
に
は
「
洲
刈
剖
刹
嶬
…

Ｉ
…
 

…
み
る
や
崎
」
［
巻
一
一
一
’
’
五
○
○
］
の
よ
う
に
カ
ナ
ャ
が
ミ
ル
ャ
よ
り
先
に
き
て
対
句
に
な
っ
て
い
る
例
も
あ
る
の
だ
か
ら
、
カ
ナ
ャ
を
畳

語
法
で
意
味
の
な
い
後
付
語
と
み
る
の
は
適
切
で
な
い
。

カ
ナ
（
金
）
に
関
し
て
は
、
山
口
佳
紀
「
古
代
日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
」
（
有
精
堂
、
’
九
八
五
年
）
が
「
第
二
章
用
言
篇
第
一
節

単
語
形
成
の
基
本
的
様
十
凸
（
二
三
五
頁
～
二
三
六
頁
）
の
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

カ
ナ
（
金
）
は
、
本
来
金
属
と
い
う
モ
ノ
を
表
わ
す
形
態
で
あ
っ
た
ろ
う
か
。
堅
固
と
い
う
サ
マ
を
表
わ
し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

舸
梛
紀
着
け
吾
が
飼
ふ
駒
は
（
紀
・
歌
二
五
）

の
カ
ナ
キ
は
、
「
金
木
」
と
さ
れ
る
が
、
金
属
製
の
木
と
い
う
よ
り
、
堅
い
木
の
意
と
す
る
説
が
当
た
っ
て
い
よ
う
。

大
前
小
前
宿
禰
が
加
那
斗
蔭
か
く
寄
り
来
ね
（
記
・
歌
八
○
）

と
あ
る
カ
ナ
ト
は
、
カ
ド
（
門
）
の
原
形
と
考
え
ら
れ
る
が
、
金
属
製
の
門
は
考
え
に
く
く
、
ま
た
、
一
部
に
金
属
が
使
わ
れ
て
い
た
と
し

て
も
、
そ
の
程
度
の
こ
と
で
「
金
門
」
と
呼
ぶ
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
や
は
り
堅
固
な
門
の
意
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
り
、
そ
の
方
が
カ
ド

（
門
）
と
の
意
味
的
関
係
も
考
え
や
す
い
。
す
な
わ
ち
、
カ
ナ
は
も
と
も
と
堅
固
な
サ
マ
を
意
味
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
に
モ
ノ
の
名
に

な
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
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仮
に
、
ニ
ラ
ャ
か
ら
ニ
ラ
ィ
ヘ
の
変
化
が
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
と
、
ミ
ル
ャ
・
カ
ナ
ャ
と
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
を
結
び
つ
け
る
こ
と
は
困
難
に

な
る
。
そ
う
な
る
と
、
一
一
ラ
ィ
は
｜
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
見
ら
れ
る
ミ
ル
ャ
や
ニ
ル
ヤ
か
ら
の
派
生
形
で
は
な
く
、
別
語
な
の
か
も
知
れ
な
い
。

書
院
、
一
九
八
四
年
）
が
、

（
隼
人
）
↓
ハ
イ
ト
等
々
、

ま
で
の
保
証
は
な
い
。

夫
で
立
派
な
」
意
を
表
す
美
称
辞
カ
ナ
の
例
が
多
数
あ
る
。

つ
ま
り
、
ミ
ヅ
（
端
［
生
命
力
に
満
ち
て
美
し
い
］
）
と
カ
ナ
（
金
［
金
属
製
の
よ
う
に
堅
固
で
強
い
］
）
は
ど
ち
ら
も
名
詞
を
ほ
め
た
た
え
、

美
化
す
る
働
き
を
し
て
い
る
。
そ
の
ミ
ヅ
と
カ
ナ
に
ヤ
（
屋
）
が
付
き
、
ミ
ヅ
ャ
（
瑞
屋
）
・
カ
ナ
ヤ
（
金
屋
）
と
い
う
特
別
な
神
聖
性
を
有
す

る
建
物
の
呼
称
が
で
き
た
と
考
え
る
の
は
可
能
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
ミ
ヅ
ャ
が
ミ
ル
ャ
に
音
変
化
し
、
さ
ら
に
、
ミ
ル
ャ
の
皿
が
．
ｍ
に
子
音

交
替
し
た
ニ
ル
ャ
の
語
形
も
現
れ
て
、
両
語
形
が
共
存
し
た
の
が
「
お
も
ろ
さ
う
し
』
の
編
纂
さ
れ
た
時
代
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

以
上
、
ミ
ル
ャ
を
「
瑞
屋
」
、
カ
ナ
ャ
を
「
金
屋
」
と
推
定
す
れ
ば
、
語
形
と
し
て
共
に
〈
美
称
辞
十
建
物
〉
で
同
じ
語
の
構
成
と
な
る
し
、

語
義
も
「
神
の
聖
な
る
住
居
」
か
ら
「
海
の
彼
方
の
楽
士
（
豊
穣
を
も
た
ら
し
、
豊
か
な
精
霊
を
も
た
ら
す
根
元
）
」
へ
の
変
化
な
の
で
納
得
が

い
く
。
ま
た
、
ミ
ヅ
ャ
（
瑞
屋
）
↓
ミ
ル
ャ
↓
ニ
ル
ャ
の
音
変
化
に
も
無
理
が
な
い
。

で
は
、
中
本
論
考
で
提
示
さ
れ
た
ニ
ル
ャ
が
ニ
ラ
ャ
ー
ｖ
ニ
ラ
ヰ
↓
ニ
ラ
イ
と
い
う
変
化
過
程
は
、
自
然
な
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
ニ
ル
ヤ

が
一
一
オ
ャ
に
な
る
理
由
は
、
ル
が
後
続
音
節
ャ
の
ａ
母
音
の
影
響
を
受
け
て
ラ
に
転
じ
た
逆
行
同
化
の
現
象
、
例
え
ば
大
和
古
語
の
ワ
刺
オ
ホ
キ

ミ
（
我
大
君
）
が
ワ
ゴ
ォ
ホ
キ
ミ
に
転
じ
る
な
ど
、
山
口
佳
紀
『
古
代
日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
」
の
「
第
一
章
形
態
音
韻
篇
第
三
節

母
音
同
化
」
に
、
実
例
が
少
な
か
虜
ず
列
挙
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
説
明
で
き
そ
う
だ
。
だ
が
、
ニ
ラ
制
が
ニ
ラ
科
に
転
じ
る
の
は
、
子
音
の

ｊ
↓
ｗ
お
よ
び
母
音
の
ａ
↓
ｉ
の
変
化
で
あ
り
、
こ
う
し
た
変
化
は
他
に
類
例
も
な
く
、
根
拠
に
乏
し
い
。
こ
こ
は
中
間
語
形
ニ
ラ
ヰ
を
置
か
ず

に
ニ
ラ
ャ
か
ら
ニ
ラ
ィ
に
変
化
し
た
と
考
え
る
の
が
よ
か
ろ
う
。
ャ
↓
ィ
の
例
に
つ
い
て
は
、
岸
田
武
夫
「
国
語
音
韻
変
化
の
研
究
」
（
武
蔵
野

書
院
、
一
九
八
四
年
）
が
、
ア
ャ
ナ
シ
（
文
無
）
が
ァ
、
ナ
シ
に
変
化
す
る
可
能
性
を
確
か
め
る
た
め
に
、
サ
ャ
グ
（
誼
）
↓
サ
刊
グ
、
ハ
刊
卜

（
隼
人
）
↓
ハ
ィ
ト
等
々
、
数
多
く
の
例
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
語
末
の
ャ
↓
イ
が
無
い
の
で
、
ニ
ラ
ャ
↓
ニ
ラ
イ
が
あ
り
得
る
か
ど
う
か
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一
案
と
し
て
、
ニ
ラ
イ
は
大
和
古
語
に
も
例
の
あ
る
仏
教
語
の
ミ
ラ
イ
（
未
来
［
来
世
・
死
後
の
世
界
］
の
意
）
で
、
そ
の
ミ
ラ
ィ
が
一
一
ラ
ィ
に

転
じ
た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
考
し
た
り
も
す
る
。
実
際
、
ニ
ラ
イ
と
は
別
に
ミ
ラ
ィ
と
い
う
語
形
が
琉
球
諸
方
言
に
見
ら
れ
る
の
は
示
唆
的
だ

が
、
ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
の
ニ
ラ
イ
を
「
未
来
」
に
求
め
る
の
は
、
想
像
の
域
を
出
な
い
。

ニ
ラ
イ
・
カ
ナ
イ
に
関
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
一
一
一
一
口
説
が
立
て
ら
れ
て
い
る
が
、
諸
説
紛
々
の
状
況
に
あ
る
。
と
り
わ
け
、
福
寛
美
「
沖

縄
と
本
土
の
信
仰
に
見
ら
れ
る
他
界
観
の
重
層
性
』
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
出
版
、
二
○
○
三
年
）
所
収
「
ニ
ラ
ィ
・
カ
ナ
ィ
論
」
は
、
語
源
を
追
究
す
る
も

の
で
は
な
い
が
、
広
く
日
本
神
話
・
日
本
の
民
俗
信
仰
・
現
行
の
沖
縄
の
儀
礼
や
祭
祀
等
を
視
野
に
入
れ
て
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
詳
し
い
。
こ
こ

に
参
箸
十
〈
献
と
し
て
、
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

こ
こ
で
は
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
』
に
見
ら
れ
る
ミ
ル
ャ
・
カ
ナ
ャ
は
、
「
瑞
屋
・
金
屋
」
で
あ
る
と
の
新
見
を
提
出
し
、
ニ
ラ
ィ
・
カ
ナ
ィ
と
の

関
係
は
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

次
い
で
、
ア
マ
ミ
ャ
・
シ
ネ
リ
ャ
の
語
源
に
つ
い
て
考
痙
へ
す
る
。

こ
こ
で
取
り
上
げ
る
ア
マ
ミ
ャ
・
シ
ネ
リ
ャ
は
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
で
は
「
あ
ま
み
や
」
「
し
ね
り
や
」
と
表
記
さ
れ
、
両
語
は
必
ず
対
句
の

形
で
現
れ
る
。
ま
た
、
「
あ
ま
み
き
よ
」
「
し
ね
り
き
よ
」
も
対
語
を
な
す
。
「
あ
ま
み
き
よ
」
「
し
ね
り
き
よ
」
の
「
き
よ
」
は
、
「
一
」
（
子
［
人
］
）
」

が
先
行
母
音
ｉ
の
影
響
下
で
口
蓋
化
を
起
こ
し
た
も
の
で
、
ア
マ
ミ
キ
ョ
・
シ
ネ
リ
キ
ョ
は
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
調
査
か
ら
「
沖
縄
神
話
の
国
土

創
世
神
（
天
地
開
關
の
神
）
・
稲
作
を
も
た
ら
し
た
杣
」
と
い
う
の
が
通
説
で
あ
る
。

で
は
、
ア
マ
ミ
ヤ
の
語
源
か
ら
考
え
よ
う
。
ア
マ
ミ
ヤ
は
、
ま
ず
ア
マ
ミ
と
ヤ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に

「
刺
詞
利
か
ね
ぐ
す
く
」
［
巻
一
四
’
一
○
○
六
〔
】
や
「
刻
判
割
引
た
ま
ち
な
」
［
巻
一
一
‐
し
ハ
三
二
の
］
と
い
う
「
や
」
の
付
か
な
い
「
あ
ま
み
」

■■■■■ 

■■■■■■ 
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ア
マ
は
「
天
」
で
、
「
鉤
判
剥
な
ら
ち
へ
（
天
鳴
ら
し
て
）
」
［
巻
六
’
三
四
一
一
⑦
］
や
「
刻
詞
お
れ
大
き
み
（
天
降
れ
大
荊
）
」
［
巻
一
○
’
五
一

三
⑮
｝
の
例
が
あ
り
、
天
上
の
意
を
表
す
。

以
上
か
ら
、
ア
マ
ミ
ャ
の
語
源
は
「
天
御
屋
匡
と
の
結
論
に
至
る
。
こ
れ
に
な
ら
え
ば
、
ア
マ
ミ
キ
ョ
は
「
天
御
子
」
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ア

マ
ミ
ャ
（
天
御
屋
）
は
「
天
上
界
の
神
の
宣
昌
ア
マ
ミ
キ
ョ
（
天
御
子
）
は
「
天
上
界
の
神
の
ヱ
Ｌ
で
、
無
理
な
く
理
解
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
で
奄
美
大
島
の
こ
と
は
、
「
大
み
や
」
［
巻
一
一
’
五
一
一
一
③
）
／
巻
一
二
’
七
一
○
⑦
／
巻
一
三
－
八
六
七
③
・
九

三
九
③
］
で
あ
り
、
い
ま
問
題
に
し
て
い
る
ア
マ
ミ
ャ
と
は
別
語
と
考
え
、
取
り
上
げ
な
い
（
忍
茎
空
の
語
源
も
未
詳
）
。

と
こ
ろ
で
、
仲
原
善
忠
・
外
間
宇
講
ロ
「
お
も
ろ
さ
う
し
辞
典
・
総
索
引
（
第
二
版
）
」
（
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）
の
「
あ
ま
み
や
」
の
項
を

い
ｃ
し
ム

カ
ゲ
念

せ
る
。
っ

で
あ
る
。

の
例
が
見
ら
れ
る
か
ら
だ
。
こ
の
二
語
に
つ
い
て
、
外
聞
守
善
校
注
「
お
も
ろ
さ
う
し
山
．
、
」
（
岩
波
文
庫
、
二
○
○
○
年
）
の
脚
注
に
次
の

解
説
が
あ
る
。

「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
お
け
る
ア
マ
ミ
に
は
独
立
用
法
が
な
く
、
下
接
す
る
体
言
を
ほ
め
た
た
え
る
美
称
辞
と
し
て
の
用
法
し
か
見
当
た
ら
な

）
し
た
が
っ
て
、
ア
マ
ミ
の
ミ
は
接
頭
美
称
辞
「
御
」
と
考
え
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
は
ミ
ウ
チ
（
御
内
）
・
ミ
オ
モ

ゲ
（
御
面
影
）
・
ミ
ク
ニ
（
御
国
）
・
ミ
コ
ヱ
（
御
声
）
・
ミ
シ
マ
（
御
鳥
）
・
ミ
タ
マ
（
御
玉
）
等
々
、
型
瑠
多
く
の
〈
御
十
体
言
〉
の
例
が
兇
出

６
。
そ
こ
か
ら
、
ア
マ
ミ
ャ
の
ミ
ヤ
は
「
御
膳
』
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
「
屍
匡
は
、
ミ
ル
ャ
・
カ
ナ
ャ
の
「
屋
亡
と
同
じ
も
の

あ
ま
み
金
ぐ
す
く
昔
か
ら
の
伝
統
あ
る
立
派
な
ぐ
す
ぐ
。
「
あ
ま
み
」
は
祖
神
あ
ま
み
き
よ
に
通
じ
、
美
称
辞
。

あ
ま
み
玉
綱
昔
か
ら
伝
わ
る
貴
い
玉
綱
。
「
あ
ま
み
」
は
玉
綱
に
対
す
る
美
称
。
綱
や
糸
に
は
、
人
や
国
を
守
護
し
支
配
す
る
霊
力
が
あ

る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
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２
見
る
と
、
次
璽
態
迩
が
あ
る
。

８
 

右
の
解
説
に
も
あ
る
よ
う
に
ア
マ
ミ
ャ
に
頭
ど
の
意
が
生
じ
た
の
は
、
ア
マ
（
天
）
に
「
遠
く
か
け
離
れ
た
所
」
の
意
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

な
お
、
ア
マ
ミ
の
ア
マ
を
「
海
・
櫛
人
」
や
「
母
」
と
結
び
つ
け
る
説
も
あ
る
が
、
そ
れ
だ
と
、
元
旦
の
懲
味
は
派
生
し
に
く
い
の
と
、
「
お
も

ろ
さ
う
し
」
に
「
海
・
海
人
」
や
「
母
」
を
表
す
ア
マ
の
例
は
見
出
せ
な
い
。
そ
も
そ
も
ア
マ
ミ
ャ
は
、
実
例
か
ら
し
て
「
天
」
と
深
く
か
か
わ

り
を
持
ち
、
そ
こ
は
祖
澤
本
神
の
居
所
と
し
て
も
ふ
さ
わ
し
い
。

そ
れ
で
は
、
『
お
も
ろ
さ
う
し
』
で
「
あ
ま
み
や
」
「
あ
ま
み
き
よ
」
に
対
応
す
る
「
し
ね
り
や
」
「
し
ね
り
き
よ
」
の
語
源
は
ど
う
考
え
れ
ば

よ
い
の
か
。
ア
マ
ミ
に
は
先
述
し
た
と
お
り
、
「
矧
引
割
引
か
ね
ぐ
す
く
」
や
「
剣
割
引
科
た
ま
ち
な
」
と
い
っ
た
例
が
「
お
も
ろ
さ
う
と
に
存
在

す
る
。
し
か
し
、
シ
ネ
リ
に
は
こ
う
し
た
例
が
な
く
、
常
に
「
し
ね
り
や
」
「
し
ね
り
き
よ
」
の
よ
う
に
「
や
」
「
き
よ
」
の
付
い
た
形
を
と
る
。

こ
こ
で
、
大
和
古
語
の
枕
詞
を
手
が
か
り
に
沖
縄
古
語
の
シ
ナ
・
シ
ノ
は
垂
と
の
意
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
、
村
山
七
郎
「
し
な
て

る
・
て
る
し
の
若
」
（
「
国
語
掌
」
第
八
二
集
、
一
九
七
○
年
九
月
）
の
結
論
部
分
を
引
用
し
よ
う
二
八
頁
）
。

①
薔
、
あ
る
い
は
ア
マ
ミ
キ
ョ
の
時
代
を
意
味
す
る
。
「
あ
ま
み
き
よ
」
「
あ
ま
み
こ
」
と
同
列
の
こ
と
ば
で
あ
る
。
「
あ
ま
み
き
よ
」
「
し
ね

り
き
よ
」
と
い
う
対
語
》
塒
式
に
対
応
し
て
「
あ
ま
み
や
」
の
対
語
に
「
し
ね
り
や
」
が
あ
る
。
「
あ
ま
み
」
「
あ
ま
み
や
」
は
「
あ
ま
み
き
よ
」

の
い
た
所
、
遙
か
に
遠
い
所
、
の
意
味
か
ら
さ
ら
に
、
「
遙
か
に
遠
い
時
佇
竺
「
む
か
し
」
の
意
味
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
た
も
の
と
老
え
ら
れ

る
。
原
注
に
「
昔
也
」
（
六
’
一
一
九
四
）
と
あ
る
。
ま
た
、
「
あ
ま
み
や
か
ら
」
に
対
す
る
原
注
に
「
む
か
し
か
ら
と
言
」
（
四
－
二
○
八
）
、

「
む
か
し
の
事
な
り
」
（
十
九
’
一
二
八
九
）
と
あ
る
。
「
混
集
〈
坤
、
言
語
）
」
に
「
あ
ま
み
や
か
ら
」
と
し
て
「
む
か
し
よ
り
と
云
心
」
と

あ
る
。
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ま
た
、
村
山
「
し
な
て
る
・
て
る
し
の
考
二
は
、
コ
シ
（
趣
［
北
陸
地
方
全
域
の
呼
称
］
）
に
か
か
る
枕
詞
シ
ナ
ザ
カ
ル
の
シ
ナ
を
豆
と
と

考
え
て
、
こ
れ
は
シ
ナ
（
光
）
Ⅱ
ヒ
ノ
ミ
コ
（
日
御
子
）
の
い
る
所
か
ら
サ
カ
ル
（
雛
）
と
い
う
意
味
で
は
な
い
か
と
稚
露
卒
す
る
。
加
え
て
、
ヒ

ナ
（
夷
［
未
開
の
文
化
的
に
劣
っ
た
土
地
］
）
に
か
か
る
枕
詞
ア
マ
ザ
カ
ル
は
、
日
の
あ
る
ア
マ
（
天
）
か
ら
サ
カ
ル
（
雛
）
と
い
う
舎
世
味
で
は

な
い
か
と
論
じ
る
。
こ
の
見
方
を
参
考
に
す
れ
ば
、
左
記
の
よ
う
な
対
応
関
係
を
構
成
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
可
能
に
な
ろ
う
。

こ
の
論
考
を
受
け
て
、
外
間
守
善
「
日
本
語
の
世
界
９
－
沖
縄
の
言
葉
‐
」
（
中
央
公
論
社
、
’
九
八
一
年
）
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
（
’

九
○
頁
）
。村
山
は
、
古
代
日
本
語
の
枕
詞
シ
ナ
照
ル
の
シ
ナ
は
琉
球
方
言
の
シ
ノ
、
シ
ナ
と
同
一
語
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
源
を
た
ず
ね
る
と

オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ァ
系
諦
語
の
基
語
形
国
目
『
（
光
）
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
村
山
の
考
え
方
に
は
、
古
代
日

本
語
の
基
層
に
オ
ー
ス
ト
ロ
ネ
シ
ァ
系
言
語
の
影
響
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
大
き
な
想
定
が
前
提
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
、
そ
う
い

う
纈
笘
州
か
ら
す
る
な
ら
ば
、
琉
球
方
言
の
古
語
に
み
ら
れ
る
シ
ノ
、
シ
ナ
は
か
な
り
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
私

に
は
、
ま
ず
沖
縄
の
内
側
か
ら
沖
縄
の
古
語
を
解
い
て
い
こ
う
と
す
る
基
本
的
な
姿
勢
が
あ
る
た
め
、
前
述
し
た
よ
う
な
沖
純
の
文
献
資
料

に
あ
る
呪
詞
や
神
歌
の
中
か
ら
、
シ
ノ
に
は
（
山
太
陽
・
日
神
、
（
湿
口
、
③
照
り
輝
い
て
美
し
い
も
の
・
聖
な
る
も
の
・
美
称
辞
、
な
ど
の
意

味
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
だ
け
で
と
ど
め
て
お
き
た
い
。

枕
詞
「
シ
ナ
照
ル
」
の
シ
ナ
と
「
お
も
ろ
」
の
「
照
る
シ
ノ
」
「
照
る
シ
ナ
の
真
庭
」
の
シ
ノ
ー
シ
ナ
と
は
同
一
語
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

日
・
琉
語
と
も
に
シ
ナ
は
頭
と
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
、
と
結
論
で
き
る
。
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こ
這
２
蓄
え
れ
ば
、
問
題
の
列
‐
「
ミ
ヤ
と
刻
訓
利
リ
ャ
は
、
「
天
」
と
豆
と
が
対
比
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
類
義
語
と
し
て
対
句

部
に
現
れ
る
こ
と
に
も
納
得
が
い
く
。
そ
う
な
る
と
、
問
題
は
シ
ネ
リ
と
い
う
語
形
の
説
明
で
あ
る
。

内
間
直
仁
「
琉
球
方
言
助
詞
と
表
現
の
研
究
」
（
武
蔵
野
書
院
、
’
九
九
四
年
）
所
収
「
第
八
章
ア
マ
ミ
ャ
・
シ
ネ
リ
ャ
考
」
は
、
ア
マ
ミ

ヤ
・
シ
ネ
リ
ヤ
を
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
だ
け
で
な
く
、
ミ
セ
セ
ル
・
オ
タ
カ
ベ
・
ク
ェ
ー
ナ
・
ウ
ム
ィ
な
ど
と
い
っ
た
古
謡
ま
で
視
野
に
入
れ
つ

つ
分
析
し
た
点
に
特
色
が
あ
り
、
語
源
を
次
の
よ
う
に
推
定
し
て
い
る
。

右
の
音
変
化
で
気
に
な
る
の
は
、
原
形
と
推
定
し
た
ア
マ
ペ
ャ
と
シ
ノ
利
ャ
が
、
な
ぜ
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
で
は
、
ア
マ
ミ
ャ
と
シ
ノ
ミ
ャ

で
は
な
く
、
ア
マ
ミ
ヤ
と
シ
ネ
リ
ヤ
で
対
語
に
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
古
ぞ
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ど
う
し
て
シ
ノ
ペ
ャ
の
ほ
う
だ
け
が
、
シ
ネ

リ
ャ
ま
で
変
化
が
進
行
し
て
し
ま
っ
た
の
か
、
説
明
し
に
く
い
。

で
は
、
シ
ネ
リ
ャ
は
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
シ
ネ
リ
ャ
の
原
形
は
、
〈
シ
ノ
（
光
［
太
陽
］
）
＋
イ
リ
（
入
り
）
＋
ヤ
（
屋
）
〉
で
あ
ろ
う
。
シ

ノ
イ
リ
（
光
入
り
）
が
シ
ネ
リ
に
転
じ
る
の
は
、
ト
ノ
イ
リ
（
殿
入
り
）
が
卜
村
リ
（
舎
人
）
に
な
る
の
と
同
様
の
音
変
化
で
あ
る
。
先
に
ア

マ
ミ
ャ
（
天
御
屋
）
を
「
天
上
界
の
神
の
宮
」
と
見
な
し
た
が
、
シ
ネ
リ
ャ
（
光
入
り
屋
）
を
「
太
陽
の
入
る
屋
」
と
す
れ
ば
、
ど
ち
ら
も

「
神
・
太
陽
の
居
所
」
と
し
て
理
解
で
き
る
。
こ
う
考
え
た
場
合
、
ア
マ
ミ
キ
ョ
（
天
御
子
）
の
ほ
う
は
「
天
上
界
の
神
」
で
問
題
な
い
。
し
か

大
和
古
語
↓
可
ゴ
ザ
カ
ル
芙
離
）
・
刻
制
ザ
ヵ
ル
〈
光
離
）

沖
縄
古
語
↓
司
引
ミ
ヤ
（
天
御
屋
）
・
刻
利
リ
ャ
（
光
り
屋
）

ア
マ
ペ
ャ
（
天
の
方
の
屋
）
↓
ア
マ
メ
ヤ
↓
ア
マ
ミ
ャ

シ
ノ
ペ
ャ
（
光
の
方
の
屋
）
↓
シ
ノ
メ
ャ
↓
シ
ノ
ミ
ャ
↓
シ
ル
ニ
ャ
↓
シ
ネ
リ
ャ
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「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
は
「
大
や
｝
」
」
と
い
う
語
が
あ
り
、
こ
れ
は
「
大
き
な
屋
の
ヱ
と
の
意
で
あ
る
か
ら
、
「
し
ね
り
や
こ
」
は
「
光
［
太
陽
］

の
入
る
屋
子
」
の
意
で
解
せ
る
。
こ
れ
は
「
し
ね
り
刺
。
」
が
原
形
で
あ
り
、
「
し
ね
り
割
引
己
は
先
一
打
す
る
対
句
「
あ
ま
み
劃
Ⅵ
己
に
合
わ
せ

て
生
ま
れ
た
新
し
い
語
形
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
一
沖
縄
古
語
大
辞
血
色
（
角
川
書
店
、
一
九
九
五
年
）
を
見
る
と
、
「
し
ね
り
…
…
」
と
は
異
な
る
「
し
ね
み
…
…
」
と
い
う
語
形
が

見
出
し
語
に
列
挙
さ
れ
て
お
り
、
「
し
ね
り
」
と
「
し
ね
み
」
は
同
じ
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
し
ね
み
」
は
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
以
外
の

ウ
ム
ィ
な
ど
の
直
読
に
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
「
あ
ま
馴
］
と
対
応
さ
せ
よ
う
と
い
う
意
識
が
働
い
た
結
果
、
「
し
ね
劃
〕
に
変
化
し
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
要
す
る
に
、
ア
マ
訓
却
呵
訓
に
同
化
し
た
た
め
、
シ
ネ
リ
ャ
コ
ー
ヮ
シ
ネ
リ
キ
ョ
↓
シ
ネ
ミ
キ
ョ
と
い
う
変
化
が
生
じ
た
と
い
う
解
釈
で

あ
る
。
そ
う
し
た
背
景
に
は
、
シ
ネ
リ
（
光
［
太
陽
］
入
り
）
の
本
来
的
な
諸
礪
成
が
、
不
明
確
に
な
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
、
シ
、
不
リ
キ
ョ

「
お
も
ろ
さ
う
し
」

が
わ
か
る
。

こ
の
「
し
ね
り
や
こ
」
を
「
お
も
ろ
さ
う
し
辞
典
・
総
索
引
（
第
二
版
）
」
で
調
べ
る
と
、
こ
う
解
説
さ
れ
て
い
る
。

あ
ま
み
き
よ
…
…
し
ね
り
や
こ
…
…
［
巻
五
’
二
四
○
・
’
’
四
一
・
二
四
一
一
］

ｌ
 

あ
ま
み
き
よ
…
…
し
ね
り
き
よ
…
…
［
巻
五
’
’
’
八
一
／
巻
一
○
’
五
一
二
」

「
あ
ま
み
き
よ
」
と
同
義
。
太
陽
神
の
命
を
受
け
て
沖
縄
の
島
々
を
創
っ
た
神
。
「
し
ね
り
き
よ
」
に
同
じ
。

（
光
入
り
子
）
は
「
太
陽
が
入
る
神
」
と
な
っ
て
、
意
味
を
な
さ
な
く
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
で
、

の
全
用
例
を
確
か
め
る
と
、
「
し
ね
り
剰
引
ご
表
記
が
三
例
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
し
ね
り
き
よ
」
表
記
は
二
例
で
あ
る
こ
と

Ｉ
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8６ 
内
間
直
仁
「
琉
球
方
言
助
詞
と
表
現
の
研
究
」
は
、
「
た
だ
、
シ
ネ
リ
だ
け
は
、
そ
れ
に
対
し
て
予
想
さ
れ
る
ア
マ
リ
と
い
う
形
が
存
在
し
な

い
」
（
五
○
八
頁
）
と
、
ア
マ
則
が
ア
マ
Ⅶ
ま
で
変
化
し
て
い
な
い
こ
と
に
不
審
を
抱
く
。
し
か
し
、
原
形
を
ア
マ
ペ
（
天
方
）
と
シ
ノ
ペ
（
光

方
）
と
せ
ず
に
ア
マ
ミ
（
天
御
）
と
シ
ネ
Ⅶ
（
光
［
太
陽
］
入
り
）
と
推
定
し
、
後
に
シ
ネ
リ
は
ア
マ
ミ
に
引
き
ず
ら
れ
て
シ
ネ
ミ
に
転
じ
た
と

考
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
疑
問
も
氷
解
す
る
。

以
上
、
ア
マ
ミ
ャ
は
「
天
御
屋
」
、
シ
ネ
リ
ャ
は
「
光
［
太
陽
］
入
り
屋
」
と
の
結
論
に
達
し
た
。

曜
後
に
、
オ
ポ
ッ
・
カ
グ
ラ
に
つ
い
て
老
鐘
率
す
る
。

カ
グ
ラ
は
大
和
古
語
の
「
袖
魅
逵
と
同
じ
で
、
語
源
は
カ
ミ
ク
ラ
（
神
座
）
で
あ
る
。
中
本
正
智
『
図
説
琉
球
語
辞
血
色
（
金
鶏
社
、
一
九
八

一
年
）
の
「
倉
」
の
項
（
三
四
四
頁
）
に
、
カ
グ
ラ
に
関
す
る
一
伺
益
な
記
述
が
見
え
る
の
で
引
用
し
よ
う
。

倉
は
古
代
日
本
語
に
お
い
て
も
「
く
ら
」
と
い
っ
た
。
「
く
ら
」
の
原
義
は
、
物
を
保
存
す
る
場
所
と
い
う
よ
り
も
一
段
高
い
と
こ
ろ
に
設

い
）
Ｉ
‐
｝

け
た
と
一
」
ろ
と
い
う
こ
と
だ
。
柱
の
上
に
祭
壇
を
置
き
、
神
を
招
き
迎
え
る
と
こ
ろ
が
「
く
ら
」
（
座
）
で
あ
る
。
「
わ
が
大
君
の
猪
待
つ
と

も
ぐ
ち

阿
具
良
に
い
ま
し
」
〈
「
古
事
記
」
雄
略
〉
の
「
く
ら
」
（
且
〈
良
）
が
そ
れ
だ
。
馬
の
背
の
高
み
に
し
つ
ら
え
た
「
く
ら
」
（
鞍
）
も
同
源
の
語

だ
。
「
か
ぐ
ら
」
（
神
楽
）
は
、
神
降
ろ
し
を
す
る
た
め
に
特
設
し
た
高
い
と
こ
ろ
の
、
カ
ミ
ク
ラ
が
も
と
の
形
で
あ
っ
た
。

琉
球
側
の
文
献
で
は
ど
う
か
。
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
は
、
原
義
に
近
い
「
か
く
ら
」
（
神
楽
）
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
き
こ
ゑ
あ
お

り
や
へ
や
か
ぐ
ら
の
し
け
う
ち
あ
や
よ
り
も
ぶ
れ
ま
て
お
ぎ
や
か
も
い
に
み
お
や
せ
」
〈
一
五
三
〉
（
神
女
ア
ォ
リ
ャ
ヘ
は
聖

域
で
美
し
く
舞
っ
て
国
王
オ
ギ
ャ
カ
モ
イ
に
ご
覧
に
入
れ
た
）
と
あ
り
、
「
か
ぐ
ら
」
に
「
空
也
」
と
注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

ｌ■■■■ 

￣ 

'■■■■■ 
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８７ミルヤ、アマミヤ、オポツの謡源

一
方
、
対
語
の
オ
ポ
ッ
の
語
源
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
「
沖
縄
古
語
大
辞
典
」
の
見
出
し
語
「
お
ぼ
つ
」
を
ひ
も
と
く
と
、
次
の
解
説
が
見
ら

れ
る
。

右
で
は
オ
ポ
ッ
の
語
源
を
オ
ポ
（
聖
域
）
と
ッ
（
助
詞
シ
や
地
）
に
分
け
て
考
え
て
い
る
が
、
そ
う
し
た
見
方
に
対
し
て
、
吉
成
直
樹
「
琉
球

天
上
の
神
の
所
在
ｃ
神
の
い
ま
す
所
と
い
う
意
で
天
上
を
さ
す
。
地
理
的
空
間
で
は
な
く
観
念
的
な
空
間
で
あ
る
。
「
お
ほ
っ
」
の
対
語

「
か
く
ら
」
は
、
神
く
ら
、
神
の
座
の
意
で
あ
る
。
オ
モ
ロ
原
注
に
「
空
也
」
（
六
巻
三
○
四
）
と
あ
り
、
一
．
混
集
」
（
坤
・
乾
坤
）
に
「
お
ほ

っ
か
く
ら
」
と
し
て
「
天
上
の
事
を
云
」
と
あ
る
。
（
中
略
）
（
剛
國
オ
ポ
ッ
の
語
源
に
つ
い
て
は
二
つ
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、

聖
域
を
意
味
す
る
オ
ポ
（
ウ
ブ
）
に
古
代
調
の
連
体
助
詞
ッ
（
の
）
が
付
い
て
、
下
接
す
る
体
言
（
山
・
獄
な
ど
）
を
修
飾
す
る
語
だ
っ
た

と
い
２
ぢ
え
方
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
オ
ポ
チ
（
ウ
ブ
チ
）
、
す
な
わ
ち
聖
な
る
地
、
聖
地
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
「
お
ほ
っ
の
け
わ
い
」

（
天
上
競
漕
。
オ
モ
ロ
六
巻
三
三
二
）
の
よ
う
に
「
お
ほ
っ
」
の
下
に
連
体
助
詞
「
の
」
が
下
接
す
る
と
こ
ろ
か
ら
み
れ
ば
「
お
ほ
つ
」
は

体
言
で
、
オ
ボ
チ
（
聖
な
る
地
・
聖
地
）
と
い
う
み
か
た
も
否
定
で
き
な
い
。
オ
ポ
チ
の
オ
ポ
は
、
さ
ら
に
イ
ベ
（
聖
な
る
場
所
）
と
同
源

で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。

「
か
く
ら
」
は
天
上
の
神
の
座
す
と
こ
ろ
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
語
は
、
「
か
く
ら
う
ち
」
（
天
上
の
神
殿
）
、
「
か
く
ら
か
み
」
（
天

上
の
神
々
「
「
か
く
ら
き
ら
」
（
天
上
の
吉
日
）
、
「
か
く
ら
せ
ち
」
（
天
上
の
張
力
）
、
「
か
く
ら
た
け
」
（
天
上
の
獄
）
、
「
か
く
ら
な
」
（
天
上

の
庭
）
な
ど
多
く
の
複
合
語
を
つ
く
る
。

「
か
く
ら
」
の
対
語
は
「
お
ぼ
っ
」
で
あ
り
、
「
お
ほ
っ
う
ち
」
（
天
上
の
神
殿
）
、
「
お
ぼ
っ
き
み
」
（
天
上
の
神
女
達
「
「
お
ぼ
っ
せ
ち
」

（
天
上
の
霊
力
「
「
お
ぼ
つ
た
け
」
（
天
上
の
嶽
）
、
「
お
ぽ
つ
な
」
（
天
上
の
庭
）
の
よ
う
に
複
合
語
を
つ
く
る
。
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８
民
俗
の
底
流
」
は
疑
念
を
抱
く
二
一
一
頁
）
。

８
 

な
い
０ 

確
か
に
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
で
独
立
用
法
の
あ
る
オ
ポ
ッ
の
シ
を
連
体
助
詞
と
見
る
の
は
、
他
に
類
例
も
な
く
考
え
に
く
い
。
オ
ポ
ッ
は
、

オ
と
ボ
ッ
に
区
切
っ
て
分
析
す
る
の
が
よ
さ
そ
う
だ
。
そ
の
場
合
、
オ
ポ
ッ
は
カ
グ
ラ
と
の
対
応
関
係
を
考
慮
し
て
、
導
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら

そ
こ
で
こ
こ
に
、
オ
ボ
ッ
の
語
源
を
オ
ホ
モ
ト
（
大
許
）
が
変
化
し
て
で
き
た
オ
モ
ト
（
御
許
［
御
座
所
］
）
に
求
め
る
考
え
を
新
た
に
提
出

し
た
い
。
大
和
古
語
に
お
け
る
オ
モ
ト
の
原
義
は
、
「
貴
人
の
い
る
場
所
・
御
座
所
」
の
意
で
、
ど
の
古
語
辞
典
に
も
説
明
が
あ
る
。
そ
れ
が

「
神
の
在
所
で
あ
る
天
上
に
あ
る
聖
域
」
の
意
に
発
展
す
る
こ
と
は
十
分
あ
り
得
よ
う
。

そ
れ
で
は
、
大
和
古
語
の
オ
モ
ト
が
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
で
「
お
ぼ
っ
」
と
書
か
れ
る
点
は
ど
う
説
明
さ
れ
る
の
か
。
ま
ず
、
オ
モ
ト
の
モ

と
は
多
マ
ス
に
く
い
。

筆
者
が
、
奄
美
諸
島
に
あ
る
加
斗
間
口
間
島
の
す
べ
て
の
村
落
を
調
べ
た
限
り
で
は
、
オ
ボ
ッ
は
「
オ
ボ
」
「
シ
」
で
は
な
く
「
ォ
」
「
ポ
ッ
」

か
ら
な
る
言
葉
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
須
子
茂
、
阿
多
地
で
は
、
オ
ポ
ッ
を
「
ポ
ッ
」
、
オ
ボ
ッ
山
を
「
ポ
ッ
ャ
マ
」

と
呼
ん
で
お
り
、
「
ポ
ッ
」
が
語
根
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
「
オ
ポ
」
が
語
根
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
「
ォ
」
が
脱
落
す
る

「
オ
ボ
」
が
語
根
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
「
オ
ボ
山
」
と
は
な
ら
ず
に
、
す
べ
て
の
用
例
で
格
助
詞
で
あ
る
「
シ
」
（
「
の
」
を
付
し
て

「
オ
ポ
ッ
山
」
（
「
オ
ボ
の
山
」
）
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
は
ず
で
あ
る
。
「
お
も
ろ
さ

う
し
」
の
な
か
で
「
お
ぽ
っ
（
う
ぶ
ち
）
」
が
単
独
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
な
ぜ
格
助
詞
の
「
２
（
「
の
」
）
が
つ
い
た
ま
ま
用
い

ら
れ
る
の
か
も
不
思
議
で
あ
る
。

語
源
説
は
さ
て
お
き
、
（
以
下
略
）
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そ
の
他
の
大
和
古
語
に
お
け
る
モ
↓
ポ
の
語
例
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
と
、
オ
ヨ
ホ
ス
ー
オ
制
ホ
ス
葱
）
・
ト
ョ
シ
ー
ト
詞
シ
（
羨
・

乏
）
・
ヒ
モ
ー
ヒ
ポ
（
紐
）
・
ヒ
モ
ロ
キ
ー
ヒ
ポ
ロ
キ
（
神
藤
ア
マ
ョ
ル
ー
マ
洞
ル
（
守
）
な
ど
、
数
が
多
い
。

「
お
も
ろ
さ
う
と
に
見
ら
れ
る
、
↓
ｂ
の
変
化
と
し
て
は
、
タ
ヨ
レ
（
給
）
を
「
た
倒
れ
」
［
巻
八
’
四
四
七
③
］
、
マ
モ
ル
（
守
）
を
「
ま

判
る
」
［
巻
三
’
九
六
③
］
、
ム
チ
（
鞭
）
を
「
ぶ
ち
」
［
巻
一
三
’
八
九
五
②
⑦
］
、
Ｎ
し
（
群
）
を
「
到
れ
」
［
巻
一
三
’
七
五
四
③
］
な
ど
、

大
和
の
ｍ
を
ｂ
の
ほ
う
で
も
っ
ぱ
ら
表
記
し
た
例
が
見
出
せ
る
。
な
ら
ば
、
オ
モ
ト
（
御
許
）
を
宕
倒
っ
」
と
漕
ぐ
可
能
性
は
大
き
い
。
そ
し

て
、
オ
モ
ト
（
御
許
）
の
ト
を
「
お
ぼ
ゴ
〕
と
響
い
た
の
は
、
Ｏ
↓
ｕ
の
三
母
音
化
が
生
じ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に

「
お
因
っ
」
表
記
は
七
一
一
一
例
あ
る
が
、
「
お
ぶ
つ
」
と
書
か
れ
た
も
の
も
一
例
［
巻
二
一
’
一
四
○
一
の
］
見
ら
れ
る
。
こ
れ
も
ｏ
↓
ｕ
の
三
母
音

化
が
進
行
し
、
ポ
ー
ヶ
に
な
っ
た
も
の
に
相
違
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
の
中
に
は
、
「
制
Ⅷ
到
到
だ
け
（
八
重
山
の
嶽
［
八
重
山
石
垣
島
に
あ
り
標
高
五
二
六
メ
ー
ト
ル
で
沖
縄
で
最
も

高
い
］
）
」
［
巻
一
一
’
五
五
八
①
／
巻
二
一
’
一
四
一
○
①
．
一
四
四
三
①
］
が
三
例
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
「
打
倒
可
だ
け
（
天
上
の
嶽
）
」

（
計
九
例
）
と
関
係
す
る
か
も
知
れ
な
い
。
「
沖
縄
古
語
大
辞
典
」
で
、
「
お
も
と
」
を
調
べ
る
と
、
ウ
ム
イ
に
見
ら
れ
る
重
識
語
「
お
も
と
」
が
、

オ
ポ
ッ
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
記
述
に
な
っ
て
い
る
。

が
オ
制
シ
の
ポ
に
な
る
の
は
、
子
音
ｍ
ｌ
ｉ
の
変
化
で
あ
る
。
山
口
佳
紀
「
古
代
日
本
語
文
法
の
成
立
の
研
究
」
所
収
「
第
一
章
形
態
音
韻
篇

Ｉ
’
 

第
七
節
子
音
交
替
〈
下
〉
」
の
一
七
六
頁
に
は
、
オ
モ
ト
↓
オ
ボ
ト
（
御
許
）
の
例
が
次
の
よ
う
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

お
も
と
｛
回
未
詳
語
。
「
オ
ポ
ッ
カ
グ
ラ
」
の
「
オ
ポ
ッ
」
で
、
他
界
の
こ
と
か
。
対
語
「
た
く
ら
」
も
「
か
ぐ
ら
」
の
あ
や
ま
り
か
。
く
う

御
座
オ
モ
ト
に
（
岩
崎
本
皇
極
紀
平
安
中
期
点
）
侍
臣
オ
ホ
ト
ッ
カ
ヘ
（
石
山
寺
本
大
唐
西
域
記
長
寛
点
）
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こ
こ
で
は
、
「
お
も
ろ
さ
う
し
」
に
見
ら
れ
る
ミ
ル
ャ
・
カ
ナ
ャ
、
ア
マ
ミ
ャ
・
シ
ネ
リ
ャ
、
オ
ポ
ッ
・
カ
グ
ラ
と
い
う
小
瓶
表
的
な
三
組
の
神

蠅
醗
念
を
一
家
す
語
の
語
源
に
つ
い
て
考
露
じ
た
。
そ
の
繩
禰
米
、
次
の
結
論
を
得
た
。

本
稿
が
従
来
の
手
法
と
異
な
る
の
は
、
同
系
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
大
和
古
語
と
沖
縄
古
語
〈
オ
モ
ロ
語
）
を
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
徹
底

的
に
比
較
し
た
点
に
あ
る
。
語
源
を
考
え
る
場
合
、
語
形
と
語
義
の
両
面
か
ら
無
理
な
く
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
提
出
し
た
試
案

が
ど
こ
ま
で
説
得
力
を
も
つ
の
か
、
資
料
が
十
分
で
な
い
た
め
に
確
証
の
得
ら
れ
な
い
部
分
も
あ
っ
た
が
、
明
解
を
得
な
い
難
解
語
の
語
源
で
あ

る
だ
け
に
引
き
続
き
考
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

以
上
、
オ
ポ
ッ
・
カ
グ
ラ
を
、
ど
ち
ら
も
神
の
居
所
を
敬
っ
て
い
う
「
御
許
・
神
座
」
と
考
え
れ
ば
、
こ
れ
ら
対
語
（
》
親
義
語
）
を
統
一
的
に

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
赫
論
に
至
っ
た
。

ミ
ル
ャ
・
カ
ナ
ャ
０
瑞
屋
・
金
屋

ア
マ
ミ
ャ
・
シ
ネ
リ
ャ
０
天
御
屋
・
光
［
太
陽
］
入
り
屋

オ
ポ
ッ
・
カ
グ
ラ
【
妙
御
許
・
神
楽

ら
ん
ん
ぢ
や
ち
こ
お
／
お
は
る
べ
ん
ん
ぢ
や
ち
こ
お
／
お
も
と
か
い
も
と
ち
／
た
く
ら
か
い
お
り
て
／
じ
る
な
か
い
う
ち

ひ
か
す
）
〔
固
ウ
ー
二
四
－
八
〕

お
わ
り
に
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